
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目当てに向かって実行する 
ようやく梅雨入りを迎え、ぐずついた天気が続いています。年に一度の七夕の季節を迎えて

いるのに、この天気…。今年の織姫と彦星の出会いが心配になってしまいます。昨年は星にま  

つわる曲として「惑星」を取り上げました。今年はプッチーニ作曲の歌劇「トス

カ」の中で歌われるテノールの名曲「星は光りぬ」を紹介したいと思います。  

歌劇「トスカ」は、主人公のトスカ（ソプラノ）と、その恋人のカヴァラドッ

シ（テノール）の悲劇の恋愛物語です。「星は光りぬ」は、その第３幕で､間もな

く銃で処刑される画家カヴァラドッシ（トスカの恋人）が、明け方の星に、トス

カへの愛を想い、泣きながら歌うアリアです。輝く星に向けてトスカへの愛の表  

現が、音の動きに表れており、その気持ちが心に突き刺さるテノール(高音男声)の名曲です。

下の楽譜は、開始後１分２０秒ほどから「Oh
オ ー

!dolci
ド ル チ

 baci
バ ッ チ ョ

,o
－

 languide
ラ ン グ イ デ

 carezze
カ レ ッ ツ ェ

」と歌われる部

分の楽譜です。一歩一歩着実に上行していく音の動きの特徴が見て取れます。この上行形がこ

の短い曲の中に４回も出てきますが、特に４回目は最も聴きどころとなっています。この部分

を歌う歌手は、目標とする最高音をいかに歌い上げるかが大きな目当てで、観客もその部分の

表現を期待しています。歌手は、低音から歌い出すこの出だしの音からすでに目当て最高音を

イメージしていると言われています。出たところ勝負のような雑な歌い出しではなく、最高音

を体中に準備してこの低音が歌い出されるのです。是非、その低音を味わってから、目標の最

高音を楽しんでみてください。  

 

 
 

一方、この曲に対してこの主人公のトスカが歌う「歌に生き、愛に生き」というソプラノ

（高音女声）の名曲は、全く正反対の音の動きが特徴です。トスカは「苦しんでいるときにど

うして、神さま、私にこんな報いをするのですか。」と切々と歌います。ポイントは出だしの  

４つの音です。(下の楽譜参照)この下行形は、まるで悲しみで溢れ出た涙が頬
ほ お

を伝って落ち

ているかのようなメロディライン。歌手はこの最初の音どのように歌い出すかが大きなポイ

ントとなり、歌い出す寸前にそのポジションを作ります｡さらにその後は、ポジションが下が

らないようにキープして下行形を表現します。出だしの感情を最後までキープした表現が、

聴く人の心に突き刺さります。  

 

 
 

総体やコンクールを控えた今、持っている目標や目当てに向けて何をしていますか？｢星は

光りぬ｣のように徐々に向かって行く目標や目当ては、着実に努力を積み重ねることが大事で

す。しかし、目標や目当てがすぐ目の前に迫っている時はどうしたらいいのでしょうか？「も

う間に合わない」などと行動を止めてしまっては、出せる力も出せなくなってしまいます。目

標点を冷静に見つめ、その最後の瞬間まで目標に向かう努力を惜しまない事。それが今から目

当てに向かって実行することではないかと思うのです。みなさんの健闘を期待しています。  

緑が丘だより 
【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

（https://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/） 

２０１９年７月１日（月） 

綾川町立綾上中学校 第４号 

【プッチーニ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内弁論大会！ 
６月３日（月）５時間目を使って、校内弁論大会を実施しました。３

年生から３名、２年生から２名、１年生から１名の学級の代表者の弁士

が、それぞれ自分の体験したことや考えたことをもとにして、社会を明

るくするために、私たちができることをしっかりと訴えてくれていまし

た。ゲームやいじめの問題、また命に関わる体験など、どれも立派な内

容でした。聴いている生徒は、弁論が終わるとすぐに感想やコメントを

記入して､学校の代表者選びにしっかり参加することができていました｡ 

職場体験に向けて２年生マナー講習会 
２年生は夏休み後半の８月２１～２３日の３日間、職場体験

学習を計画しております。個々が体験する事業所は決定したの

ですが、その事業所とのコンタクトや実際の事業所でのマナー

など、大人社会に入る準備を少しでもしておく必要があると考

え、毎年この時期に講師を招いて「マナー講習会」を開催して

います。礼の仕方、電話口での対応の仕方など、具体的にわか

りやすい説明で練習もしながら身に付けていくことができまし

た。７月に入ると代表者が事業所に直接電話をしますが、ここ

で勉強したことを是非生かしてもらいたいと思っています。  

令和元年度の生徒会総会開催！ 
６月１２日（水）は、令和元年度の生徒総会が開催されました。昨

年度と今年度の行事の報告と確認、決算報告と監査報告、予算案の提

案など、大人の総会さながらの生徒会総会となりした。また、生徒会

から、事前アンケートからリサーチして、現状と課題、よりよい「あ

っ中生」になるための提案が発表されました。後半は、学校への要望

や意見も出され、生徒の自治活動への意欲が感じられました。よりよ

い学校にしていきたい気持ちをみんなで行動に移しましょう！ 

【議長さんの進行で】 

７月の主な行事予定 
３日（水）   総体・コンクール壮行会   １９日（金） 終業式 

6･7･13 日(土･日･土) 綾坂総合体育大会      22～25 日(月～木)３年生補習  

17･18 日（水・木） ＰＴＡ期末懇談会      ２９日（月） 吹奏楽コンクール 

【みんなの前でお手本を】 

県中学校生徒弁論大会坂出地区予選が本校で開催！ 
校内弁論大会を終えた翌週の６月１１日（火）には、「香川県中学校生徒弁  

論大会坂出地区予選」が９年ぶりに本校で開催されました｡坂出市と綾歌郡の  

各校の代表１５名から、県大会に出場する１名を選ぶ会です｡本校か  

らは３年の A さんが「未来を明るくするために」、同じく３年の B

さんが｢車いすテニスを体験して」の演題で出場しました。どの代表

者の弁論も論旨がしっかりして､自分の言いたいこともハッキリ表現

できており､綾上中学校の生徒全員がこの弁論大会に参加できたこと

を心から幸運だったと感じました。本校の代表の二人の生徒の健闘

に心から拍手を贈りたいと思います。  

【１年生も真剣です】 

【よりよい学校への要望】 

【意見に教頭先生が回答】 

【全員で礼の練習！】 
【正しい礼の角度とは】 

【この姿勢の良さ！】 

タブレットを活用した研究授業が行われました！ 
 ６月１８日(火)に坂出綾歌地区の研究授業が２年
１組で行われました。英語の研究授業では、タブレ
ットを活用した積極的な生徒の取り組みに、参観さ
れていた先生からお褒めの言葉をいただきました。 

【タブレットに手書き】 【タブレット画面がすぐＴＶへ】 【様々な工夫が！】 


